
リーグ戦大会要項（改定）2023年 9月版 

1.大会役員 

（本プログラム、１ページ目記載） 

 

2.会場準備 

会場準備及び後片付けは当番チームを中心にクラブ員全員で行って下さい。 

 

3.開会式及び閉会式 

開会式は 1 部の初日が割り当てられている会場で行うことを基本とします。閉会式は行わず、各部の最終日に表彰式を行

います。 

 

4.登録 

選手の追加登録は別途案内をご確認ください。 （期間以外の追加登録は認めません。） 

 

5.試合順序 

①男子第 1 複 ②女子複 ③男子第 1 単 ④混合複 ⑤男子第 2 単 ⑥女子単 ⑦男子第 2 複 

 

6.試合の開始・選手の集合について 

午前・午後の試合開始時間は当番チームの指示に従ってください。（予定時刻はプログラム参照） 

試合開始のコール後、１０分経っても選手が集まらない場合はその対戦を棄権とみなし、集まらなかったチームのポイントは

０とします。 

 

7.オーダ提出 

(1)試合開始 30 分前までに本部所定の封筒に入れて提出して下さい。（本部・当番チームの指示に従って下さい。） 

(2)オーダ提出後に棄権(※)をする場合は必ず本部に報告して下さい。 

  ※棄権は試合中の怪我、急病の場合のみ認めます。前記事由での棄権の場合は、該当選手の出場する種目の棄権

のみでチーム対戦は成立します。尚、前記以外の事由で棄権をした場合はチーム対戦を棄権したとみなしますので注意し

て下さい。 

 

8.大会ルール  

(1)一人二種目まで出場することができます。（同一種目に二度出場することはできません。） 

(2)午前・午後の試合開始時にエントリーしている全選手が揃っていることを確認して下さい。 

その時点で男子４名、女子２名以上、計６名以上の選手が揃っていない場合、そのチームはその試合を棄権したとみなし、

ポイントは０－７となります。 対戦棄権の扱いについては連盟内規をご確認下さい。 

(3)Ａ・Ｂブロックリーグ内順位決定後、順位決定戦により各部の順位を決めます。 

(4)Ａ・Ｂブロックリーグ対戦では、どちらかのチームが４勝し、勝敗が決した場合、それ以降の試合でメンバーチェンジ(※)を

認め、そのゲームのポイントを認めます。 

  ※メンバーチェンジは対戦チームの了承を得てください。 

  ※スコアシート及び団体戦記録用紙にメンバーチェンジをしたことがわかるように選手の名前を記入してください。 

(5)Ａ・Ｂブロックリーグ対戦の最終成績が同率となった場合、以下の順で順位を決めます。 

  1）勝マッチ数   2）得失ゲーム差  3）得失ポイント差 

(6)順位決定戦では、どちらかのチームが４勝し、順位が確定した時点で、その後の試合を打ち切りとします。 

  ※打ち切りとなった試合のスコアシートは記入しないで、空白のままご提出ください。 

  ※打ち切りとなった試合数分のオープン試合を認めます。対戦チーム相互合意のもと実施してください。 

(7)体育館利用終了時刻によって、試合形式を変更する場合があります。（事前連絡致します。） 

(8)対戦チームの棄権等で全試合ができなくなった場合、勝敗確定後(※)、オープン試合を認めます。 

  ※団体戦記録用紙に結果を記入し代表者のサインをし、本部に提出してからオープン試合/練習を行って下さい。 

    オープン試合/練習でも連盟未登録者の入場は認めていません。コートには入れませんので、ご注意下さい。 

  ※オープン試合は、スコアシートの記入をしないでください。 

  ※試合進行上、コートを空けていただくことがあります。ご協力をお願いします。 

(9)怪我等によりゲームの続行が不可能になり棄権した場合はそれまでのポイントを認めます。 

尚、その選手が以降の試合(※)にエントリーしていた場合、以降の試合も棄権となり 0-2（0-21/0-21）の不戦敗となり

ます。 

※(公財)日本バドミントン協会 競技規則 大会運営規定第２０条に基づき本リーグ戦では以下の通り定めます。 

・棄権した選手は午後の試合も含め出場できません。（大会役員では体調回復/改善の判断ができないため） 
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・午前中の試合で怪我をして出場不可能になり、午後の対戦エントリー人数不足となった場合でも、該当選手の種目のみ

棄権とし、チーム対戦を成立させることができます。その場合は、大会役員及び当番チームに確認を取ってからオーダを提出し

て下さい。 

(10)試合時の服装は(公財)日本バドミントン協会審査合格品を着用してください。 

Ｔシャツや私服では試合に出場できません。（★ページ参照） 

 

9.審判上の注意 

(1)(公財)日本バドミントン協会競技規則及び大会運営規定・公認審判員規定に準じます。 

(2)対戦チーム間の相互審判で行って下さい。 

(3)主審１名は上位チームが第 1,3,5,7 試合、下位チームが第 2,4,6 試合を担当して下さい。 

(4)サービスジャッジは主審をしていないチームが担当して下さい。（会場によって配置しない場合があります。） 

(5)線審２名は各チームから１名ずつ出して下さい。 

(6)試合中のアドバイスはインターバル時のみとし、コートに入れるのは２名までとします。 

 

10.進行・運営について 

各部のＡ・Ｂブロックに当番チームをそれぞれ１チームずつ置きます。 

(1)当番チームは、前季の６位(9 部は 8 位)チームが主当番、4 位チームがサブ当番となります。 

※前季の 4・6(8)位チームが何らかの事情でリーグ戦未登録の場合は、3・5(6)位チームが当番チームとなります。 

※主当番は本部運営、サブ当番は会場設営撤収を主に担当し、相互協力して競技運営を行って下さい。 

(2)原則として、1 日１リーグでＡ・Ｂブロックを分けた運営は行いません。 

(3)試合運営に必要なＰＣ・筆記用具等備品の保管・移動は、主当番チームが管理して下さい。 

(4)当番チームが試合を棄権する場合でも本部の運営を行って下さい。 

(5)本部の運営方法等については、競技委員会が別に定めます。 

 

11.シャトル 

（公財）日本バドミントン協会第 1 種検定合格球を使用します。 

 

12.その他 

(1)連盟でスポーツ保険に加入しています。体育館内に於いて怪我等をした場合、本部(会場責任者)まで報告をお願いし

ます。報告がない場合は当日の怪我等と認められないことがありますので留意してください。 

(2)ゴミの持ち帰りを各自徹底して下さい。体育館内に放置しないで下さい。 

(3)貴重品の忘れ物で、その日に持ち主が現れない場合は、体育館事務所、又は体育館最寄りの警察署/交番に届けま

す。 

(4)連盟未登録者・無資格者は競技フロアに入場できません。観覧席等指定の場所で応援・観戦するよう伝えて下さい。 

(5)今季リーグ戦は会場が★箇所あります。間違えないようにして下さい。 

 

― 以 上 ― 


